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人
に
は
誰
し
も
故
郷
が
あ
り
ま
す
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生
ま

　
人
に
は
誰
し
も
故
郷
が
あ
り
ま
す
。
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
に
、
愛
情
や
誇
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を
持
っ
て

れ
育
っ
た
場
所
に
、
愛
情
や
誇
り
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人

生
活
し
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
人

は
生
ま
れ
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

は
生
ま
れ
る
場
所
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
あ
た
り
ま
え
の
話
で
す
。

ん
。
あ
た
り
ま
え
の
話
で
す
。

　
そ
れ
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の
に
、
私
た
ち
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暮
ら
す
こ
の
社

　
そ
れ
な
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に
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社

会
に
は
、
こ
の
『
あ
た
り
ま
え
』
の
こ
と
を

会
に
は
、
こ
の
『
あ
た
り
ま
え
』
の
こ
と
を

理
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に
し
た
差
別
が
あ
り
ま
す
。
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あ
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落
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。
部
落
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け
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部
落
差
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部
落
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は
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生
を
奪
い
ま
す
。
例
え
ば
、
優
れ
た
能
力
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を
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ま
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。
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能
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が
あ
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な
が
ら
、
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職
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へ
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を
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な
が
ら
、
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職
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を

閉
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間
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間
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囲
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っ
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、
愛
を
引
き
裂
か
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た
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す
る
な

に
よ
っ
て
、
愛
を
引
き
裂
か
れ
た
り
す
る
な

ど
、
部
落
差
別
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

ど
、
部
落
差
別
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
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ま
ざ
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権
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と
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ざ
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題
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と

呼
ば
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人
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の
世
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期
待
さ
れ
た

呼
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人
権
の
世
紀
と
期
待
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れ
た
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紀
に
お
い
て
も
な
お
、
日
本
に
お
け
る
重
大

紀
に
お
い
て
も
な
お
、
日
本
に
お
け
る
重
大

に
し
て
、
最
も
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。
同

に
し
て
、
最
も
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。
同

和
問
題
は
「
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
」

和
問
題
は
「
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
」

「
み
ん
な
が
言
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
、

「
み
ん
な
が
言
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
、

周
囲
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
日
本
人
の
悪
し

周
囲
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る
日
本
人
の
悪
し

き
風
習
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
、
日

き
風
習
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
、
日

本
固
有
の
人
権
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
固
有
の
人
権
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
日
本
に
お
け

同
和
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
日
本
に
お
け

る
人
権
問
題
の
解
決
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

る
人
権
問
題
の
解
決
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　
８
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

　
８
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん

こ
の
機
会
に
、
自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
差
別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向

か
。
差
別
を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向

き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

※写真は歌のイメージです※写真は歌のイメージです

特 集  １

８月は同和問題啓発強調月間です８月は同和問題啓発強調月間です
　　　　　　　　　　　　　　〜自分を見つめてみましょう〜

● 問合先　生涯学習課人権・同和教育係（☎㉓３１８６）
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一人一人 『 』

午後１時 30 分〜３時 15 分〔開場１時〕

希望する人希望する人

新型コロナウイルス感染症対策のため、
次のことにご協力ください

▷体調が悪い人は、参加をご遠慮ください

▷マスクの着用をお願いします

▷入口での検温・手指消毒にご協力ください

▷受付で氏名・連絡先の記入をお願いします

▷当日は、座席を指定します

申し込んでください。申し込んでください。

42021.8広報伊万里



い
ま
、
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と

　
差
別
と
は
、
差
別
を
す
る
人
が

自
分
に
都
合
の
い
い
こ
と
を
正
当

化
す
る
た
め
に
、
理
由
に
な
ら
な

い
こ
と
を
口
実
に
し
た
、
命
を
も

奪
う
言
い
が
か
り
の
こ
と
で
す
。

差
別
は
、
差
別
を
す
る
人
が
い
る

か
ら
起
こ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
差

別
を
す
る
人
が
、
差
別
す
る
理
由

を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
差
別
は
『
差
別
さ
れ
る
人
』
の

問
題
で
は
な
く
『
差
別
す
る
人
』

の
問
題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大

切
な
こ
と
は
『
な
ぜ
差
別
を
さ
れ

た
の
か
』
と
差
別
さ
れ
る
理
由
を

探
す
こ
と
で
は
な
く
、『
な
ぜ
差
別

を
し
た
の
か
』
と
差
別
を
す
る
人

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
差
別
を
ひ
と
事

で
は
な
く
『
自
分
も
差
別
を
す
る

側
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
』
と
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

知
識
を
持
た
な
い
場
合
、
疑
う
こ

と
な
く
、
誤
っ
た
情
報
を
信
じ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
生

活
す
る
社
会
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な

い
た
め
に
、
同
和
問
題
を
正
し
く

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
幸
せ
に
な
る
た
め

に
は
、
幸
せ
を
妨
げ
る
も
の
を
な

く
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
社
会
に
は
、

災
害
、
病
気
、
火
事
、
犯
罪
、
交

通
事
故
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
差
別
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
特
別
な
問
題
で
は

な
い
の
で
す
。
差
別
を
な
く
す
こ

と
は
、
自
分
の
幸
せ
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
素
直
な
子
ど
も
の
目
線
で
社
会

を
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が

見
え
て
き
ま
す
。
生
ま
れ
た
場
所

や
住
ん
で
い
る
場
所
な
ど
を
理
由

に
、
人
の
値
う
ち
に
差
を
つ
け
る

部
落
差
別
は
、
最
も
愚
か
な
矛
盾

で
す
。
矛
盾
に
気
付
い
て
自
分
の

　『
見
え
な
い
』
こ
と
と
『
無
い
』

こ
と
は
違
い
ま
す
。
差
別
は
見
よ

う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。

自
分
が
知
ら
な
い
か
ら
差
別
は
な

い
と
考
え
ず
、
差
別
が
ど
こ
に
隠

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
抜
く
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

び
の
場
を
通
し
て
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
、
確
か
な
人
権
感
覚

を
育
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　『
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は

な
く
な
る
』『
知
ら
な
い
人
に
教
え

る
か
ら
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
』

そ
う
考
え
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
『
寝
た
子
を
起

こ
す
な
』
と
い
う
事
な
か
れ
主
義

の
考
え
方
で
す
。
一
見
正
し
く
聞

こ
え
ま
す
が
、
こ
の
考
え
方
が
正

論
で
あ
る
た
め
に
は
、
誤
っ
た
こ

と
を
教
え
る
人
が
い
な
い
こ
と
が

前
提
に
な
り
ま
す
。
人
は
正
し
い

差
別
と
は

自
分
自
身
の
問
題
で
す

差
別
は
見
よ
う
と
し
な
け

れ
ば
見
え
ま
せ
ん

子
ど
も
の
目
線
を
大
切
に

差
別
を
な
く
す
の
は
自
分

の
た
め
で
す

差
別
は
自
然
に
は
な
く
な

り
ま
せ
ん

言
葉
で
考
え
る
。
そ
の
う
え
で
子

ど
も
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
見

直
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
同
和

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　『
差
別
を
な
く
す
』
と
い
う
と
壮

大
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
と
も

す
れ
ば
無
力
感
に
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
私
た
ち
が
「
自
分
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
と
思
え
た
と

き
、
同
和
問
題
は
解
決
へ
向
け
て
、

大
き
く
動
き
出
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
社
会
は
私
た
ち
一
人
一
人
で

で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
あ
な
た

が
変
わ
れ
ば
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。

自
分
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
差
別

を
な
く
す
第
一
歩
は
、
自
分
と
向

き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
社
会

が
変
わ
り
ま
す

研修講座に研修講座に
申し込んでみませんか申し込んでみませんか

　　サークルや職場へ、講師として『同
和教育指導員』を派遣しますので、気
軽に申し込んでください。

◆どこで開催してもいいの？◆どこで開催してもいいの？
　　市内であれば、希望の場所へ講師を派遣します（個
人宅は除きます）。

◆いつでもいいの？◆いつでもいいの？
　　土・日曜日、祝日も派遣します（12 月 29 日～１月
３日は除く）。
　１回当たり 30 分～２時間程度でお願いします。

◆研修の内容は？◆研修の内容は？
　　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題について話
します。

　　要望に応じて、啓発映画などの視聴覚教材を使用す
ることもできます。

◆研修の費用は？◆研修の費用は？
　　講師の交通費や謝礼などは一切不要です。
　ただし、会場使用料などは、依頼者で負担してくだ
さい。

◆申し込み方法は？◆申し込み方法は？
　　生涯学習課（☎㉓３１８６）まで問い合わせてくだ
さい。
　できるだけ希望の日時に講師を派遣します。

８月８月はは同和問題啓発強調月間同和問題啓発強調月間ですです特 集特 集
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『いま』を知らずに『未来』は語れません『いま』を知らずに『未来』は語れません

　昨年 12 月に実施した『人権問題に関する市民意識調査』の 23 項目のうち、同和問題に関する６項目の結果を紹介
します。前回（平成 27 年度）の調査結果と比較し、市民の皆さんの人権意識がどのように変化したのかを確認して
みましょう。

■ 人権問題に関する市民意識調査 ■
● 調査対象　令和２年４月１日現在で 18 歳以上の

市民 2,000 人を無作為抽出
● 回収数　1,209 人（回収率 60.6％）

※実調査対象は、宛先不明７人分を除いた 1,993 人

● 調査方法　郵送による送付、回収
● 調査時期　令和２年 12 月

※質問２〜６については、質問１で同和問題を『１. よ

く知っている』、『２. 少し知っている』と回答した

1,066 人と『３. 知らない』、『無回答』の意思表示

をした人のうち 24 人をあわせた 1,090 人が対象

※比率は、小数点第２位を四捨五入して算出してい

るため、比率の合計が 100.0％にならない場合が

あります。

※今回新設した設問、内容を変更した設問など、前

回調査との比較をしていないものがあります。

同和問題のことを知っていますか

　市民の４割が「学校の授業で学んだ」と答え
ていますが、同じ４割が「家庭や地域における
さまざまな場面で知った」と答えています。
このことを踏まえ、あらゆる世代の市民に対し
て、生涯を通じた切れ目のない『学びの機会』
を提供する必要があります。

１

考

察

13.2％

1.0％

2.3％
5.1％

6.4％

41.3％
9.4％

7.2％
0.5％

6.2％

1.3％

6.0％

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％

■令和２年度調査

　市民の９割が「知っている」と答えています。
前回調査から１割以上の増加となっており、市
民の意識の深まりを感じることができます。
　しかし一方で、まだ１割の市民が「知らない」
と答えていることから、この層に対する教育・
啓発の推進が求められます。

考

察

0 10 20 30 40 50 60 70％

24.2％
20.8％

64.0％
55.1％

10.6％
22.1％

1.2％
2.0％

■令和２年度調査
■平成27年度調査

同和問題を知ったきっかけは何ですか２

　人生の節目である『就職』や『結婚』の際に、
多くの市民が同和地区の人に対する差別のまな
ざしを感じていることがうかがえます。いじめ
の問題と同じで、差別が『起きていない』ので
はなく『表面化していない』だけなのかもしれ
ません。重く受け止める必要があります。

考

察

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％

40.5％

24.2％

30.2％

13.1％

11.1％

19.7％

9.2％

2.5％

23.5％

25.4％

2.7％ ■令和２年度調査

３ 同和地区の人たちが差別されていると
感じるときは？（複数回答可）

1. よく知っている

2. 少し知っている

3. 知らない

無回答

1. 結婚のとき

2. 就職のとき

3. 地域のつきあいの中で

4. 職場の中で

5. 学校の中で

6. 身元調査
7. インターネットの書き

込み
8. その他
9. 特に差別があると思わ

ない
10.わからない

無回答

1. 家族から聞いた
2. 親せきの人から聞い

た
3. 近所の人から聞いた

4. 職場の人から聞いた
5. 友人や知人から聞い

た
6. 学校の授業で学んだ
7. 新聞、テレビ、本、

映画で知った
8. 講演会や研修会で知った
9. インターネットで
　 知った
10.覚えていない

11.その他

無回答
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４ 同和問題の解決に向けた
考えを教えてください

　　あなたは意識調査の結果をどう捉えましたかあなたは意識調査の結果をどう捉えましたか

▷回収率が 60.6％と過去最高水準となっており、市民の人権問題に対する関心の高まりを感じることができます。▷回収率が 60.6％と過去最高水準となっており、市民の人権問題に対する関心の高まりを感じることができます。
▷市民の意識は年を追うごとに深まりをみせてはいますが、▷市民の意識は年を追うごとに深まりをみせてはいますが、『そっとしておいたほうがいい』などの誤った『そっとしておいたほうがいい』などの誤った考え方も考え方も

根強く残っているなど、まだ十分とは言えません。根強く残っているなど、まだ十分とは言えません。
▷特徴的な傾向として「わからない」と答えた『無関心層』が調査全般を通じて１割を超えて存在しています。この▷特徴的な傾向として「わからない」と答えた『無関心層』が調査全般を通じて１割を超えて存在しています。この

ことは、学んだことが『知識』に留まっており、「自分と向き合い、自身の内面を見つめる」という行動へつながる『意ことは、学んだことが『知識』に留まっており、「自分と向き合い、自身の内面を見つめる」という行動へつながる『意
識』が形成されていないことが伺えます。識』が形成されていないことが伺えます。

　市では調査結果をもとに、知識の伝達に留まらない『心に響く』教育・啓発を市民の皆さんのニーズに応える手法　市では調査結果をもとに、知識の伝達に留まらない『心に響く』教育・啓発を市民の皆さんのニーズに応える手法
で推進していきますので、皆さんも身近な研修講座に、気軽に参加してください。で推進していきますので、皆さんも身近な研修講座に、気軽に参加してください。

５
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■令和２年度調査
■平成27年度調査

　大半の市民が、同和地区出身者との結婚に
わだかまりを持っていません。市民の意識の
深まりを感じることができます。
　しかし一方で、否定的な考え方を持つ市民
も根強く残っていることから、この層の意識
を変える教育・啓発の推進が求められます。

考

察
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６ 同和問題の解決策は何だと思いますか
（複数回答可）

同和地区出身者との結婚について
どう思いますか

　半数を超える市民が「社会全体で考えるべ
き」と答えていますが、一方で１割を超える
市民が「そっとしておいたほうがよい」と答
えており、市民の意識の中に『寝た子を起こ
すな論』が根強く残っていることが分かりま
す。この層の意識を変える教育・啓発の推進
が必要です。

考

察

　正しい理解と認識に支えられた考え方が大
半を占めており、市民の意識の深まりを感じ
ることができます。
　しかし一方で『自然に解決するのを待つべ
き』という誤った考え方も根強く残っている
ことから、一層の教育・啓発の推進が必要です。

考

察

1. 社会全体で考えるべき

2. 同和地区の人たちの問
題で自分には関係ない

3. 自然に解決するのを待つ
べきであり、そっとして
おいたほうがよい

4. 特に関心がない

5. わからない

無回答

1. 本人の意志を尊重する

2. 相手の人柄が良く、信
頼できれば結婚させる

3. 世間体があるからでき
れば結婚させたくない

4. 絶対に結婚させない

5. わからない

無回答

1. 教育・啓発活動を推進
する

2. 自由な意見交換ができる
環境づくりを推進する

3. 部落差別を抑止する制
度を制定する

4. 相談体制を充実する

5. 部落差別の救済措置を
充実する

6. 自然に解決するのを待
つべき

7. わからない

無回答

８月８月はは同和問題啓発強調月間同和問題啓発強調月間ですです特 集特 集
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